
コミュニケーション能力

知の鎖国を解き、全球教育を
開学わすか6年で有名私大並みの学力と100%の就職率

先
の
見
え
な
い
超
就
職
氷
河
期、

大
学
生
の
就
職
内
定
率
平
均
は
ω
%
を
下
回
っ
た。

こ
の
厳
し
い
状
況
下
で、

毎
年
連
続
し
て
内
定
率
1
0
0
%
を
達
成
し
て
い
る
大
学
が
あ
る。

国
際
教
養

大
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間県

の
公
立
大
学
法
人
で
あ
る
。

開
学
以
米
わ
ず
か
6
年
の
若
い
大
学
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず、

大
手
予
備

校・
代
々
木
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
偏
差
値
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は、

文・
教・
外
と
い
っ
た
学
部
で
早
稲
田
や
鹿
膝
と
並
ん

で
堂
々
の
最
高
点
を
マ
ー
ク
し、

河
合
裂
の
国
公
立
の
国
際
関
連
の
学
部
と
し
て
も
筑
波
大
と
並
ん
で
最
高

位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
る。

い
わ
ゆ
る
旧
市
大
や
有
名
私
立
大
の
よ
う
な
歴
史
や
ブ
ラ
ン
ド
力
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い。

し
か
し
教
授

陣
の
約
半
数
が
外
国
人、

授
業
は
す
べ
て
英
語、

1
年
間
の
海
外
留
学
な
ど、

国
際
教
養
大
学
の
厳
し
い
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
め
た
実
績
と
学
生
自
身
の
豊
か
な
個
性
は、
い
ま
企
業
の
求
め
る
人
材
像
に
合
致
し、

採
用
担
当
者
か
ら
熱
い
視
線
を
浴
び
て
い
る。

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
は、

貿
易
立
国・
日
本
の
将
来
に
と
っ
て
披
重
要
課
題
の一
つ
で
あ
り、

そ
の
た
め
の

第一

歩
は
大
学
自
身
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
あ
る。

日
本
の
大
学
教
育
が
「
知
の
鎖
国
」
状
態
に

あ
る
こ
と
に
危
機
感
を
持
つ
中
嶋
嶺
雄
国
際
教

養
大
学
学
長
は、

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
通
用
す
る

大
学
と
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て、

同
大
学
設

立
の
準
備
段
階
か
ら
直
接
か
か
わ
っ
て
き
た。

大
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
モ
デ
ル
と
も
言
う
べ
き

国
際
教
養
大
学
の
教
育
と
経
営
に
つ
い
て、

中

嶋
学
長
に
お
話
を
伺
っ
た。

（
文・
小
林
敏
行）
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就職内定率100%

国
際
教
養
大
学
は 、「こ
れ
ま
で
の
日

本
に
は
存
在
し
ない
グロ
ーバル・

ス
タン

ダ
ー
ド

の
大
学」
を
目
指
し
て
2
0
0
4

年
4
月
に
開
学
さ
れ
た 。
秋
田
市
街

地
か
ら
車
で
却
分
ほ
ど 、
秋
田
杉の
林

に
聞
ま
れ
た
大
学
キ
ャンパ
ス
に
は
高

く
そ
び
え
るメ
タ
セコ
イ
ア
の
木
々 、
秋

田
杉
を
ふ
ん
だ
ん
に
使っ
た
大
き
く
立

派
な
図
書
館 、
回
廊
で
結
ぼ
れ
た
校

舎
や
学
生
寮
な
ど
が
立
ち
並
ぶ 。
定

員
は
l

学
年
1
5
0
名（
2
0
1
1

年

度
よ
り
1
7
5
名
に
増
員） 、
1
ク
ラ
ス

店
名
前
後の
少
人
数
教
育
を
実
践
し 、

入
学
し
て
1

年
間
は
全
員
が
大
学の
敷

地
内
に
あ
る
寮
で
生
活
す
る 。
留
学
生

や
外
国
人
教
師
ら
し
き
人
々
か
ら
す

れ
違い
ざ
ま
に
何
度
も「コンニ
チ
ワ」
と

挨
拶
さ
れ
た 。
昼
食
時
の
学
生
カ
フェ

テ
リ
ア
は
ま
さ
に
グ
ロ
ー

バ
ル
化
を
象

徴
す
る
景
観
だ 。

就
職
内
定
率
ω
%
の
今の
日
本
の

大
学
の
中
に
あっ
て 、
就
職
内
定
率

1
0
0

%
は
注
目
の
的
で
あ
る 。
ま

ず
は 、
そ
の
辺
り

か
ら
中
嶋
学
長
に

伺っ
た 。

「
多
く
の
企
業
か
ら
採
用
担
当
者
が

本
学
に
来
ら
れ
て 、
就
職
セ
ミ
ナ
ー

を

開
催
し
てい
た
だい
てい
ま
す 。
中
に
は

そ
の
日の
う
ち
に
而
接
し 、
採
用
内
定

を
出
す
企
業
も
あ
り 、

皆
さ
ん
学
生
達

が
非
常
に
個
性
民
か
で
あ
る
と
言っ
て

下
さい
ま
す 。
個
性
が
豊
か
とい
う
こ

と
は 、
本
人
達
も
そ
れ
だ
け
苦
労
も
し

てい
る
わ
け
で
す 。
卒
業
ま
で
に
1

年

間
の
海
外
留
学
を
義
務
付
け
てい
ま
す

が、
単
な
る
語
学
留
学
で
は
あ
り
ま
せ

ん 。
ほ
と
ん
ど
の
学
生
が
海
外
は
初
め

て
の
経
験
で
す
か
ら 、
い
き
な

り
1

年
間
海
外
の一
流
大
学
に

行っ
て 、
単
位
を
しっ
か
り

取っ

て
く
る
とい
う
の
は
な
か
な
か

の
苦
労
で
す 。

ま
た 、
自
分
が
黙っ
てい
た
ら

全
く
面
倒
を
見
て
も
ら
え
ない

の
が
外
国
で
す 。
現
地
に
着い

て 、
さ
ま
ざ
ま
な
手
続
き
を
自

分
で
や
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り 、

決
め
ら
れ
た
単
位
を
き
ち
ん
と

取
る
た
め
に
必
死
で
勉
強
す
る 。

そ
れ
を
や
り

遂
げ
る
過
程
でい

ろい
ろ
体
験
し 、
コ
ミュニ
ケ
ー

ショ
ン
能
力
や
交
渉
力
な
ど
を

学
ん
で
い
く
わ
け
で
す 。
国
際

性
と
精
神
的
な
た
く
ま
し
さ
の

点
で
ひ
と
回
り
も
ふ
た
回
り
も

大
き
く
なっ
て
日
本
に
帰っ
て
き

ま
す 。
芳寸
ス
カッ
シヨン
に
し
て
も
そ

れ
ま
で
と
は
違っ
た
多
様
な
見
方
が
で

き
て 、
ど
ん
ど
ん
自
分
の
意
見
を
述べ

てい
ま
す」

内
定
率
1
0
0

%
は
あ
り

が
たい
こ

と
だ
が、
心
配
な
点
も
出
て
き
た
と

き口、っ 。「
最
近 、
本
学へ
の
志
望
動
機
の
傾

向
と
し
て 、
国
際
教
義
大
学
は
就
職
率

が
高い
か
ら
とい
う
学
生
や
親
御
さ
ん

が
増
え
てい
る
こ
と
で
す 。
就
職
は
4

年
間
の
大
学
生
活
の
結
果
で
あっ
て 、

本
学
は
就
職
や
資
格
取
得の
た
め
の
大

学
で
は
あ
り
ま
せ
ん 。
日
本
人
と
し
て 、

国
際
人
と
し
て
真
の
教
養
を
身
に
付
け

卒
業
す
る
こ
と 、
そ
の
た
め
に
よ
く
勉

強
す
る
こ
と
が
大
事
で
あっ
て 、
そ
の

結
果
が
就
職
につ
な
が
るの
だ
と
口
を

酸っ
ば
く
して
言っ
てい
ま
す」

今 、
日
本
で
は 、
就
職
活
動の
早
期

化
が
社
会
問
題
に
なっ
てい
る 。
だ
が、

学
問
そっ
ち
の
け
で
活
動
す
る
こ
と
が

問
題
な
の
で
あ
り 、
学
生
が
自
分
の
将

来
を
自
分
で
考
え
るの
は
大
切
な
こ
と

だ 。
国
際
教
養
大
学
で
は
キ
ャ
リ
ア・

デ
ザ
イン
を
学
生
の
必
修
科
目
と
し
て

い
る 。
自
分の
履
修
科
目
や
学
生
生
活

が
キ
ャ
リ
ア
と
ど
の
よ
う
に
結
び
付
く

の
か、
卵
の
殻
を
自
分
で
破っ
て
生
ま

れ
出
る
よ
う
に 、
自
ら
考
え
る
きっ
か

け
を
与
え
てい
る 。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
も

学
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が

2：：�知の飢l•Iを僻ふ全域教育を

「
大
学
に
とっ
て
最
も
重
要
な
の
は
カ

リ
キュ
ラ
ム
で
す 。
ど
の
よ
う
な
授
業

を
提
供
し
てい
る
か
が
問
わ
れ
ま
す 。

企
業
社
会
で
は
顧
客
に
どの
よ
う
な
優



れ
た
商
品
を
提
供
し
てい
る
か
で
企
業

の
一許
価
が
決
ま
るの
と
同
じ
で
す」

－
方リ
キl平
ラ
ふ
は
按

業巾容だ市で

は
な
く 、
入
学
訴
選
与
と
卒
業の
基
準 、

教
職
只
採
川 、
留
学
生
制
度
か
ら
施

設・
設
備
な
ど
大
学
経
科
そ
の
も
の
に

か
か
わっ
て
く
る 。
そ
の
作
成
に
は
学

長
の
リ
ー
ダ
ー
シッ
プ
は
不
可
欠
で
あ

り 、
大
学
設
立
時
に
中
嶋
学
長
が
リ
ー

ダ
ー
シッ
プ
を
発
揮
し
た
の
は
言、つ
ま

で
も
ない 。

国
際
教
長
大
学
は 、

教育
日

棋とLτぃ｜怜り

地
盤教
育 、
専
門
教
義
教
育
そ
し
て

榔
外
留
学
で
構
成
さ
れ
てい
る 。

什必
舵
教
育
は
入
学
山
後
か
ら
E
A
P

（
英
一話
集
中
プ
ロ
グ
ラ
ム）
で
基
健
的

な
コ
ミュニ
ケ
ー
ショ
ン
能
力
を
養
う 。

T
O
E
F
L
で
5
0
0
点
以
上
が
修
了

条
件
だ 。
筆
者
が
見
学
し
た
1

年
生

の
授
業
で
は「
グロ
ー

バ
ル
化
の

最
大
の
ア
ド

バ
ン
テ
ー
ジ
は
何

か」
を
テ
lマ

に
グル
ー

プ・
で寸

ス
カツ
シヨ
ン
を
してい
た 。

「
一品川
論
家
の
大
宅
映
乙J
さ
ん

と
本
学
の
ア
ド

バ
イ
ザ
ー

を
お

願
い
し
てい
た
ド

ナル
ド・

キ
ー

ン
さ
ん
が
E
A
P
の
綬
業
を
凡

学
に
来
ら
れ
ま
し
た 。
入
学
後

3
1
4
カ
月の
学
生
た
ち
が
イ

ラ
ク
問
題
を
英
語
で
議
論
し
て

い
た
の
で
と
て
も
驚い
てい
ま
し

た 。
や
ら
せ
よ
う
と
思
え
ば
で

き
る
の
で
す 。
こ
う
し
た
テ
ー

マ
で 、
英
語
で一
方・
ス
カツ
シヨ
ン

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ない
と
な

れ
ば 、
お
の
ず
と
H ．凶
か
ら
政

治
や
世
界
情
勢
な
ど
のニュ
ー

ス
に
も
凶
心
を
持
ち 、
伽
外
の

国
際
教
長
をふ4

_;ff ‘－ 
EAPのJ受業風景。

ニュ
ー

ス
番
組
や
英
字
新
聞
に
も
目
を

通
す
よ
う
に
な
る 。
大
学
の
英
部教
育

仁はE凶P

防肱hp除隊除

は出除
泌

要
で
す 。
ま
た 、
学
生
に
とっ
て
凶
川

飢
は
重
要
な
役
割
を
米
た
し
ま
す
の

で 、
英一品川
地
慌
に『
英
作
文
と
凶
作
飢

制
査
手
法
序
論」
を
追
加
し
ま
し
た」

基
盤
教
育
は

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル・

リ
ベ
ラ
ル・
ア
l
ツ
（
国
際
教
養）

比企雄
教
育
の
カ
リ
キュ
ラ
ム
は
単
に

必
要
な
科
目
を
並べ
た
だ
け
で
は
ない 。

経
験
的
手
法 、
川且
的
論
一品 、
批
判
的

思
考
手
法
といっ
た
方
法
論
を
すべて
の

科
H
の
共
通
基
盤
と
し
て
組
み
込
む
こ

と
で 、
ド山吋
門
領
域
を
超
え
て
幅
広
く
物

事
を
見
る
リベ
ラル・
ア
1ツ

本
来
の
教

育
を
目
指
し
てい
る 。

「
本
学の
基
盤教
育の
カ
リ
キュ
ラ
ム

は
非
常
にユニ
ー
ク
で
す 。
例
え
ば 、
社

会
科
学の H
人
口
学
20
50m
EU一M
MLH 。

幻
世
紀
の
地
球
と
同
際
社
会
に
とっ

て 、
人
口
の
爆
発
的
な
明
加
は
非
常
に

屯
裂
な
課
題
で
す 。
ま
た 、
小
川
や

イ
ン
ド

の
人
μ
は
ど
う
な
る
の
か、
日

本
は
ど
う
か
な
ど 、
各
凶
は
人
U
問

題
に
そ
れ
ぞ
れ
巡っ
た
課
題
を
抱
え
て

い
ま
す 。
こ
う
し
た
問
題
を
深
く
理
解

す
る
こ
と
は 、
凶
際
社
会
を
埋
解
す
る

比
の出

陣比ほ何ほ汁に怯怖い同

術
論u
は
世
界
的
に
布
名
な
ヴァ
イ
オ

リニ
ス
ト

で
あ
る
波
辺
玲
f
さ
ん
が
特

任教
綬
で
す 。
竹山
突
を
交
え
な
が
ら 、

背
栄
の
一敗
山人
や
栄
誹
の
作
り
万
を
講

義
し
てい
ま
す 。

Hス
ズ
キ・
メ
ソ
l
ド・

ア
ン
サ
ン
ブルH
で
は
幼
児
教
育の
且 ．些

性
を
学
ぶ
と
同
時
に 、
外
国
語
教
育
を

幼
児
教
育
と
同
様
に
耳
か
ら
聞い
て
党

え
る
よ
う
に
す
る
講
義
を
やっ
てい
て
学

生
に
入
試
が
あ
り
ま
す 。

文
系の
大
学
で
す
が、
サ
イエ
ンス

分
野
で
は 、
生
物
学 、
化
学 、
物
別 、

数
学 、
微
積
分
学
な
ど
円
然
科
学
も

で
き
る
だ
け
入
れ
てい
ま
す 。
統
計
学

で
は
論
文
を
山
く
と
き
に
北
本
的
な

デ
l
タ
を
扱
え
る
よ
う
実
践
的
な
こ
と

も
教
え
てい
ま
す 。
専
門教
育
部
れ
で

は 、
総
合
科
目
の
中
の ρ
平
和
科
学（
紛

争
予
防
外
交
論
γ
がユニ
ー
ク
で
す 。

こ
れ
は
安
全
保
障
論
で
あ
り 、
元
国
連

ぃ事
務
次
長の
明
石
版
さ
ん
が
教
え
てい

ま
す 。
多
くの
大
学
で
は
今
以
も
大
切

な
こ
と
を
教
え
てい
ま
せ
ん 。
特
に
防

術
問
題
は
タ
ブ
l

悦
さ
れ
てい
ま
す 。

し
か
し 、
そ
れ
で
は
グロ
ーバ

ル
時
代

に
世
界の
人
々
と
対
等
に
議
論
を
し
た

泊lのm1‘lを僻ふ怜球教flを2→



で
決
ま
る 。
卒
業
生
が
則
待
レベ
ル
に

達
し
てい
な
け
れ
ば
良い
カ
リ
キュ
ラム

を
作っ
て
も
立
味
が
ない 。
良い
成
果

を
生
む
上
で 、
大
学の
入
口
と
出
口
で

あ
る
入
試
と
卒
業
を
柔
軟
さ
と
厳
格

さ
を
もっ
てい
か
に
運
用
す
る
か、
優

秀
な
教
職
員
を
ど
の
よ
う
に
見
極
め
て

採
朋
す
る
か
は
極め
て
重
要
で
あ
る 。

国
際
教
義
大
学の
画
期
的
な
点
は 、

大
学
経
営の
意
思
決
定
シ
ス
テム
を
見

直
し 、
経
営
会
議
を
中
心
に
世
き 、

り 、
ビ
ジ
ネス
で
戦っ
た
り
す
る
こ
と
な

ど
で
き
る
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん 。
そ
の

他
に
も
束ア
ジ
ア
や
北
米
分
野
の
地
域

研
究
を
やっ
てい
ま
す 。
私
自
身の
強

い
信
念
と
し
て
こ
の
よ
う
な
カ
リ
キュ
ラ

ム
を
入
れ
てい
ま
す」

大
学
の
経
営
シ
ス
テ
ム

カ
リ
キュ
ラ
ム
や
教
育
プロ
グ
ラム
の

良
し
悲
し
は
育
成
さ
れ
た
人
材の
成
栄

（上）秋田杉をふんだんに使っ

た立派な図書館。
（下）窓側のカウンター席に陣

取って、 一心に勉強する学生。
窓外には美しく紅葉した樹々の

向うに広大な林が広がる。

教
授
会
の
役
割
を
限
定
し
た
こ
と
に

あ
る 。

＊

 

入
試
は
本
格
的
な
A
O
入
試
だ 。
国

立
大
学
は
苦
労
し
な
く
て
も
学
生
を

集
め
や
す
い
立
場
に
あ
る 。
そ
の
た
め

入
試
は
ど
う
して
も
お
座
な
り
に
な
り

が
ち
だ 。
中
嶋
学
長
が
東
京
外
語
大

学の
学
長
時
代
も
反
省
すべ
き
こ
と
が

多々
あっ
た
と
言
う 。

「
入
試
で
は
本
当の
A
O（
ア
ドミッ

ションズ・
オ
フィ
ス）
を
作
り
ま
し
た 。

議
長
は
学
長
自
身
で
す 。
全
国の
高
校

の
内
巾
舎
を
許
制
で
き
る
元
予
備
校の

役
職
者 、
T
O
E
F
L
につい
て
詳
し

い
人 、
他の
私
学
で
入
試
改
革に
成
功

し
た
経
験
者
な
ど
の
専
門
家
を
含
め

て 、
学
長 、
副
学
長 、
教
授
も
加
わっ

た
数
名で
構
成
し
てい
ま
す」

瞥
定
入
学
制
度
も
国
際
教
養
大
学

の
特
徴
で
あ
る 。
入
試
の
総
合
点
は
合

格
ラ
イ
ン
に
わ
ず
か
に
問
か
ない
が
特

定
の
教
科
で
は
抜
群
の
成
績
だっ
た
学

生
を
暫
定
的
に
入
学
さ
せ 、
そ
の
後の

成
績
次
第
で
二
年
目
に
正
式
入
学
を

許
可
す
る
制
度
で
あ
る 。
こ
の
決
定
も

素
早
かっ
た 。
暫
定
入
試
で
入っ
た
学
生

は
全
員
が
進
級
し 、
む
し
ろ
非
常
に
良

い
成
績
を
残
し
てい
る 。
こ
の
制
度
は

笑
は
副
学
長
だっ
た
グレゴ
リ
l－
ク
ラl

ク
氏の
アイデ
ア 。
ク
ラ
l
ク
氏
は
かつ

て
学
長
を
し
てい
た
あ
る
私
立
大
学
で

こ
れ
を
提
案
し
て
み
た
が、
教
授
会の

反
対
で
実
現
で
き
な
かっ
た
とい
う 。

教
臓
貝
採
用
も 、
教
授
会
で
は
な
く 、

経
営
会
議
が
最
終
的
に
決め
てい
る 。

「
教
員
の
半
数
は
外
国
人 、
教
職
員

は
3
年
間
の
任
期
制
な
ど
他の
大
学
で

は
やっ
てい
ない
シス
テム
を
採っ
てい
ま

す 。
教
職
員
の
公
募
制
も
他
の
大
学

に
参
考
に
し
て
ほ
しい 。
全
世
界
に
向

け
て
公
募
す
る
と 、
ど
ん
ど
ん
優
秀
な

人
材
が
応
募
し
て
き
ま
す 。
日
本の
給

与
水
準
は
高
く 、
本
学
は
公
立
大
学

で
す
が
国
立
大
学
と
ほ
ぼ
同
等
で
す 。

今 、
イ
ギ
リ
ス
も
米
国
も
教
民
は
厳
し

い
で
す
か
ら 。
そ
の
た
め
に
は
我
々
も

グロ
ーバル

化
が
必
要で
す 。

設
立
最
初の
年
は
店
名
採
川
の
と
こ

ろ 、
五
百
数
十
名の
応
募
が
あ
り
ま
し

た 。
2
カ
月
か
け
て
他の
先
生
や
設
立

準
備
委
員
と
3
人
組
で
而
接
し
ま
し

た 。
ω
人
に
絞
り 、
面
接
に
加
え
て
模

擬
授
業
を
やっ
て
も
らい
ま
し
た 。
博

士
号
を
持っ
てい
る
こ
と
は
第一
条
件
で

す
が、
国
際
教
養の
教
育
が
目
的の
大

学
で
す
か
ら 、
研
究
者
と
し
て
ど
う
か

で
は
な
く 、
教
育
が
上
手
く
で
き
る
か

ど
う
か
で
判
断
し
ま
す 。
日
本
の
大
学

1.）知の鎖l•Iを解き、全域教flを



は
教
え
る
こ
と
が
主
で 、
育
て
る
こ
と

グ
ロ
ーバ

ル
化
の
急
激
な
進
展
に
も
か

を
忘
れ
てい
る
よ
う
に
思い
ま
す 。
高

か
わ
ら
ず 、
そ
れ
に
対
応
し
た
大
学

校の進

路端導命先生方
＃4

は，査Tl

葉山Tほ

進4T小企ゃい

伝然主し七

が
学
生
を
き
ち
ん
と
育
て
てい
る
と
こ

ブ
ラ
ン
ド 、

歴
史 、
同
立・
私
立
とをけっ

ろ
を
評
価
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す 。

た
設
置
形
態
が
外
向
け
の
顔
に
なっ
て

人
材
を
育
て
る
こ
と
は 、
極
め
て
重
要

お
り 、
肝
心
の
カ
リ
キュ
ラ
ム
は
変
わつ

な
国
家
事
業
で
す 。
そ
れ
が
で
き
る
人

てい
ない 。
古い
カ
リ
キュ
ラ
ム
の
下
で

か
ど
う
か
は
面
接
や
模
擬
授
業
を
やっ

旧
態
依
然
と
し
て
教
え
てい
る
人
を
思

て
み
る
と
大
体
分
か
り
ま
す」

い
切っ
て
換
え
ない
限
り 、
グ
ロ
ーバル

化
に
対
応
で
き
ない 。
し
か
し 、
実
際

に
は
多
く
の
大
学
で
十
年一
u
の
如
き

講
義
が
続
け
ら
れ 、
同
じ
カ
リ
キュ
ラ

ム
が
温
存
さ
れ
るこ
と
に
な
る 。

「
明
治
6
年
に
東
京
外
国
語
大
学の

前
身
で
あ
る
東
京
外
国
語
学
校
が
神
田

に
設
立
さ
れ 、
間
企
天
心 、
新
波
戸
稲

造 、
内
村
鑑
三 、
嘉
納
治
五
郎
といっ
た

近
代
日
本
を
担っ
た
鈴
々
た
る
人
た
ち

＊

A
O
入
試
と
は
争
校
側
の
求
め
る
学
中
像
（
ア
ド

ミ
ア
ン
ヨ
ン

ポ
リ
シ
ー）
と
州
願
将
の
人
物
像
を
照
ら

し
合
わ
せ
て
合
併
を
決
め
る
入
試
万
法。

大
学
改
革
と
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革

2
0
0
4
年
に
すべ
て
の
国
立
大
学

が
法
人
化
さ
れ
設
置
形
態
や
予
算
執

行
の
仕
組
み
が
変っ
た 。
と
こ
ろ
が、

なかじまみねお：1936年、長野県松本市生まれ。東

京大学大学院社会学研究科修了。社会学1導士。国際

社会学者。社団法人才能教育研究会会長。東京外国語

大学学長、国立大学協会副会長、アジア太平洋大学交

流機構（UMAP）初代国際穆務総長、財団法人大学セ

ミナーハウス理m長、文部科学省中央教育密議会委

員（大学院郎会長・外国語専門部会主査）、内閣教育再

生会議有議者委員、オーストラリア国立大学、パリ政治

学院、カリフォルニア大学サンディエゴ絞大学院の客員

数綬などを歴任。2003年度「正議大賞j受賞。『現代中
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か が
ら 入
ーだ つ

まで
、 宅 寺

霊 tZ丈24 教 7わ イ』立
つ ふ

さ ほ
、、 外

ゴイL 国
立 、 人

・丈
法
至
上
主

義 、
間
%
以
ヒ

が
文
法

と
言っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん 。

英
…尚
はコ
ミュニ
ケ
ー
ショ
ン・
ツ
ー

ル
で

す 。
と
こ
ろ
が
コ
ミュニ
ケ
ー
ショ
ン
が

得
意
で
ない
人
が
英
文
学
や
英
米
文

学
を
教
え
て
き
た
わ
け
で
す 。
学
生
に

フォ
ー
ク
ナ
l（

司王宮
吉
司ω
己
｝20円）

の
小
説
を
読
ま
せ 、
訳
さ
せ
て 、
H以
後

に
テ
ス
ト
を
やっ
て
終
わ
るの
で
す 。

こ
れ
で
は
凶
年
続
け
て
もコ
ミュニ

ケ
ー
ショ
ン
力
は
身
に
付
き
ま
せ
ん 。

カ
リ
キュ
ラ
ム
の
改
革
は
教
え
る
側
の

人
の
問
題
に
行
き
着
くの
で
非
常
に
厄

介
で
す 。
し
か
し 、
そ
こ
を
や
ら
ない

限
り
大
学
は
良
く
な
り
ま
せ
ん」

中
嶋
学
長の
指
摘
す
る
大
学
変
革の

問
題
点
は
ま
さ
に 、
こ
こ
に
あ
る 。
カ

リ
キュ
ラ
ム
や
入
試
制
度 、
教
職
員の

採
用
な
ど
の
大
学の
意
思
決
定の
仕
組

み
が
変
わ
ら
ない
と
こ
ろ
に
あ
る 。
そ

こ
に
は
変
わ
り
た
く
ない
大
学
側
の
ホ

ン
ネ
が
見
え
る 。

大
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

国
際
教
養
大
学
の
カ
リ
キュ
ラ
ム
は

国
際
的
な
互
換
性
を
持っ
てい
る 。
例

え
ば 、
科
目
の
イン
タ
ー

ナ
ショ
ナル－

bH作い協

桝防附倖性

同間際険協

大
学の
学
生
も 、
留
学
し
た
時
に
ど
の

よ
う
な
授
業
を
受
け
ら
れ
る
か
事
前

に
調べ
る
こ
と
が
で
き
る 。
1
0
0
帯

台
のコ
l
ド

は
易
しい
科
目
で
4
0
0

番
台
は
撒
しい
科
目
とい
う
よ
う
に 、

こ
れ
は
難
易
度
を
グ
ロ
ーバ

ル・
レベル

知の頒l•Iを解き、��教'ffを:2()

に
合
わ
せ
てコ
ー
ド

化
す
る
た
め 、
大

学
全
体
が
グロ
ーバル

化
し
てい
ない
と

出
来
ない 。

「
日
本の
大
学
が
グロ
ーバル

化
す
る

時の
問
題
点
の一
つ
は
入
学
定
員
で
す 。

海
外
か
ら
の
入
学
者
が
哨
え
る
分 、
日

本
人
の
入
学
定
員
が
減
り
ま
す 。
そ

こ
で
外
国
人
学
生
の
募
集
人
数
を
若
干

名
と
表
示
し
て
実
質
的
に
制
限
し
てい

ま
す 。
考
え
方
が
ドメ
ス－
寄ッ
ク
な
ま

ま
なの
で
す 。

先
ほ
どき円い
ま
し
た
よ
う
に
本
学

で
は
1

年
間
留
学
を
訓附
し
てい
ま
す 。

T
O
E
F
L
5
5
0
点
以
上 、
G
P
A

（
…評
価
平
均
値）
2・
5
0

以
上
が
留
学

の
資
格
条
件
で
時
期
は
本
人
の
成
績
に

よ
り
ま
ち
ま
ち
で
す 。
交
換
留
学
制

度
と
し
て
理
論
上
は 、
全
学
生
の
4
分

の
l

が
提
携
先の
大
学に
行
き 、
同
数

が
本
学
に
やっ
て
き
ま
す 。
現
在
訂
カ



国・
地
域
の
1
0
8
大
学
と
提
携
し
て

い
ま
す。

交
換
留
学
に
は
授
業
料
相
互
免
除

制
度
が
あ
り、
本
学
生
は
国
公
立
大

学
の
年
間
授
業
料
と
同
額
を
納
め
る
だ

け
で、
通
常
何
倍
もの
授
業
料
が
か
か

る
米
国
の
大
学
に
も
追
加
の
授
業
料
な

し
で
留
学
で
き
ま
す。
し
か
し、
米
国

の
大
学
に
とっ
て
は
損
失
で
す
か
ら、

事
前
に
大
学
問
で
綿
密
に
交
渉
し
て、

お
互
い
に
損
失
の
ない
よ
う
交
換
人
数

を
調
整
し
ま
す」

こ
の
よ
う
な
交
渉
な
し
に
留
学
生
は

集
ま
ら
な
かっ
た
だ
ろ
う。
国
際
担
当

セ
ク
ショ
ン
が
夜
中
に
電
話
や
メ
l
ル
で

交
渉
に
当
たっ
て
い
る
と
い
う。
ま
さ

に
グロ
ーバ
ル
対
応
だ。

「
私
自
身
も
世
界
各
国
の
大
学
を
回

り
ま
す。
つい
最
近
で
はル
ーマニ
ア
の
プ

カ
レ
ス
ト
大
学
に
行
き
ま
し
た。
パ
ー

ジニ
ア
州
の
ウィ
リ
ア
ム・
ア
ン
ド・
メ
ア

リ
l
大
学、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
トッ
ク
の
極

東
連
邦
総
合
大
学
な
ど
も、
私
自
身

が
綿
密
な
詰
め
を
やっ
た
後
で
交
換
留

学
の
協
定
を
締
結
し
ま
し
た。

初
め
の
頃、
秋
田
の
国
際
教
養
大
学

と
言っ
て
も
相
手
は
名
前
も
知
ら
ない
わ

け
で
す
か
ら、
提
携
先
を
探
す
こ
と
は

至
難
で
し
た。
そ
こ
で、
東
京
外
国
語

大
学
の
学
長
時
代
に
U
M
A
九
の
事
務

総
長
を
やっ
てい
た
時
の
コ
ネ
ク
ショ
ン

や、
個
人
的
なっ
て
を
頼
り
に
提
携
大

学
を
増
や
し
て
い
き
ま
し
た。
現
在
は

先
方
か
ら
提
携
し
たい
と
言っ
て
く
る

大
学
が
多
く
な
り、
こ
ち
ら
が
選
ぶ
ま

で
に
な
り
ま
し
た。
ま
た、
先
方
か
ら

の
留
学
生
の
評
価
も
高
く、
後
輩
に
推

薦
し
た
り、
留
学
期
間
を
伸
ば
し
た

り、
大
学
院
に
も
進
学
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た」

吾 ＊
(D 

� c: 
吉 富
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Ill 

ω 
ロ
白日

鈴
木
鎮
一

先
生
と
英
語
教
育

で
き
る
楽
し
み
も
あ
り、
海
外
に
行っ

た
と
き
に
人
の
輸
が
広
が
る
と
い
う。

「
高
学
年
で
始
め
ま
し
た
か
ら、
生

徒
会
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
で
な
か
な
か
レッ

ス
ン
が
で
き
ま
せ
ん。
鈴
木
先
生
に
は

そ
れ
を
見
透
か
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す。

『
ヴァ
イ
オ
リ
ン
は
1
日
弾
か
ない
と
2

日
後
退
す
る
よ。
毎
日、
少
し
で
も
良

い
か
ら
練
習
し
な
さい』
と
言
わ
れ
ま

し
た。
こ
れ
は
教
育
の
真
理
だ
と
思
い

ま
す。
外
国
語
教
育
に
は
特
に
当
て
は

ま
り
ま
す。
子
供
の
と
き
に
繰
り
返
し

練
習
し
て
身
体
と
脳
の
両
方
を
使っ
て

覚
え
た
曲
は
河
歳
を
過
ぎ
て
も
歌
え

た
り、
弾
け
た
り
す
る
よ
う
に、
暗
記

と
繰
り
返
し
は
教
育の
原
点
で
す。

し
か
し、
声
を
出
し
て
朗
読
す
る
こ

と
はいつ
の
間
に
か
日
本の
教
育
か
ら
失

わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た。
鈴
木
先
生
の

言
葉
は
英
語
学
習
に
おい
て
も一
つ
の
真

理
だ
と
私
は
思い
ま
す」

中
嶋
学
長
に
は
欠
か
せ
な
い
ヴァ
イ

オ
リ
ン
演
奏
と
い
う
趣
味
が
あ
る。
カ

リ
キュ
ラ
ム
に
も
取
り
入
れ
た
ス
ズ
キ・

メ
ソ
l
ド
で
特
訓
を
受
け
た。

ス
ズ
キ・
メ
ソ
I
ド
は
世
界
中
に
知
ら

れ
実
践
さ
れ
てい
る
才
能
教
育
運
動
で

あ
る。
創
始
者
の
鈴
木
鎮一
は
1
9
4
6

年
か
ら
松
本
音
楽
院
で
子
供
た
ち
に

国
際
教
養
大
学
に
は
全
員
共
通
の
必

ヴァ
イ
オ
リ
ン
を
教
え
始
め
た。
中
嶋

読
文
献
が
あ
る。

学
長
は
そ
の
第』一
期
生
で
あ
る。
今
で

ー
「
根
無
じ
草の
よ

うに
た
だ
世
界
に

も
忙
しい
時
ほ
ど
夜一
人
に
なっ
て
ヴァ

出
て
い
く
人
を
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
だ
と

イ
オ
リ
ン
を
弾
く。
ア
ン
サ
ン
ブル
が

は
思い
ま
せ
ん。
日
本
人
と
し
て
自
分

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

の
アイ
デ
ン－
寄－
マ
ー
を
き
ち
ん
と
持っ

てい
る
こ
と
が
肝
心
で
す。
本
学
で
は

『
武
士
道』
を
全
学
必
読
文
献
に
指
定

し
てい
ま
す。
そ
の
他
に
学
長
推
薦
図

書
と
し
て
6
冊
を
私
が
自
ら
選
び
ま
し

た。
こ
の
中
か
ら
2
冊
を
読
ん
で
感
想

文
を
書い
て
も
ら
い
ま
す。
英
語
を
学

ぶ
こ
と
を
通
し
て、
日
本
語
の
良
さ
や

美
し
さ
を
知
り、
自
分
の
も
の
に
す
る

こ
と
も
大
事
で
す。
そ
し
て
日
本
文
化

を
再
認
識
す
る
と
と
も
に、
日
本
人
と

し
て
の
誇
り
を
持っ
て
グ
ロ
ーバ
ル
な
世

界
で
活
躍
で
き
る
人
に
なっ
て
ほ
しい

と
思っ
てい
ま
す」

必
読
文
献
の『
武
士
道』
につ
い
て
中

嶋
学
長
が
学
生
に
向
け
た
評
言
が
付

さ
れ
てい
る。

『
日
本
及
び
日
本
人
の
道
徳
的
規
範

を
日
本
の
精
神
的
土
壌
に
おい
て
解
明

し、
国
際
社
会
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
本
書

は、
今の
時
代
に
おい
て
も
光
彩
を
放っ

て
お
り、
日
本の
文
化
的
伝
統
を
知
る

た
め
の
古
典
的
著
書
で
あ
る。
国
際
教

養
大
学
学
生
は、
英
語
で
書
か
れ
た
原

本
と
矢
内
原
忠
雄の
名
訳
を
在
学
中
に

必
ず
熟
読
し
て
欲
しい。』

国
際
教
義
大
学
の
建
学
の
精
神、
中

嶋
学
長
の
大
学
人
と
し
て
の
使
命
感
が

伝
わっ
て
く
る。
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